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論文では仮想ネットワーク(VLAN: Virtual Local Area Network)識別子の利用場所に応じた変換，あるいは
NAT(Network Address Translation)技術による利用場所に応じたIPアドレスの変換などのネットワーク構
築・運用手法を提案し，その一部については実際に岡山大学において運用して有効性を確認している． 
また，サーバ群の冗長化に関して，従来ではサーバ群を1箇所にまとめて配置する方法が一般的であ
ったがネットワークに障害があった場合には全てのサーバが利用できない状況に陥る問題があった．別
の方法として，クライアントに複数のサーバのうち利用可能なものを選択する機能を持たせる方法があ
るが，地理的に近いサーバが故障した場合に地理的に遠いサーバを自動的に使用するものの，故障した
サーバが復旧した場合にも地理的に遠いサーバを使い続け，通信量や通信時間の増加を招く問題があっ
た．この問題に対して，本論文では，IP Anycast技術を応用して分散配置されたサーバ群に同一のIPアド
レスを付与し，クライアントがサーバ障害発生時の自動再接続機能を有していれば地理的に近いサーバ
を利用できるようなネットワーク構築・運用手法を提案している．また，岡山大学において提案手法を
適用し，有効性を確認している． 
上記のように，本論文で提案されている手法はいずれも実用性が高く，組織ネットワークの利便性お
よび信頼性の向上に大いに貢献するものと評価できる．このような理由により，本論文は博士（工学）
の学位論文として相応しいものと判定する． 
